
振り返ってみましょう。当初から設定していなかった場合は、改めて設定してみましょう。

①何を目指したか？（ビジョン、大目標） 高齢者が自らの能力を活かしながら、住み慣れた地域で支え合い、いきいきとしたくらしができている

②目指す姿実現のための具体的な中目標は？
【視点Ⅰ：社会参加】
高齢者が社会の中で役割を持って活動的に暮らしている

③そのためにやるべきこと（施策）に期待したことは？（小目標） 地域の高齢者の運動器の機能低下を改善して外出頻度を増やす

④事業の進捗状況を何で確認し、評価するか（調査）？

ⅰ施策の展開状況（整備状況、
利用状況、運営状況）

総合事業の通所型サービス新規利用者に占める通所型
サービスＣの利用者の割合

ⅱ参加者への影響

（事業対象者・要支援認定者）

階段を手すり等をつたわらず昇っている高齢者の増加（問２⑴階段
を手すり等をつたわらず昇っていますか）、椅子に座った状態から
何もつかまらずに立ち上がっている高齢者の増加（問２⑵椅子に
座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか）、１５分位
続けて歩いている高齢者の増加（問２⑶１５分位続けて歩いていま
すか）

ⅲ地域への影響
（事業対象者・要支援認定者）

週２回以上外出している高齢者の増加（問２⑹週１回以上
外出していますか）

ⅳ市全体への影響

（事業対象者・要支援認定者）

社会参加活動への参加割合を高める（問５⑴以下のような会・グ
ループ等にどのくらいの頻度で参加していますか）、主観的健康感
が向上した高齢者の割合の増加（問７⑴現在のあなたの健康状態
はいかがですか）、主観的幸福感が向上した高齢者の割合の増加
（問７⑵あなたは、現在どの程度幸せですか）

確認・考察すべき視点や内容

ⅳ取組の対象者、参加者は？ 性別、年齢層、家族構成、日中独居の有無

ⅴ取組の内容は？ 周知の方法はどうか？ケアマネジメントはどうか？

ⅵ参照すべき他の調査項目
（事業対象者・要支援認定者）

問２⑻外出を控えていますか、問２⑻①外出を控えている理
由、問４⑿健康についての記事や番組に関心がありますか

ⅶその他
ニーズ調査結果による指標の地区間比較
「見える化」システムを活用した指標の自治体間比較

【一般高齢者】
第８期の取組（小目標）①

短期間の運動機能向上プログラムにより、生活行為を改善し、生活を継続できる
よう、通所型サービスＣの利用を促進する

考察
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